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１　はじめに

日本はブロッコリーなどの生鮮野菜の
他、トマト加工品、冷凍ばれいしょなど多
くの野菜加工品を米国から輸入しており、
米国の野菜の生産・流通動向は少なからず
日本の野菜需給にも影響を及ぼすことにな
る。このため、当機構は、米国農務省
（USDA）が毎年２回（４月および12月）
公表する「野菜展望報告」の最新版を紹介
している。今回は、2025年４月の報告を
基に、米国の野菜を巡る24年から25年第
１四半期にかけての状況を紹介する。
なお、単位の換算には、１ポンド＝0.4536
キログラム、１エーカー＝0.4047ヘクタール
を使用した。また、本稿中の為替レートは、
１米ドル＝ 150.39円（三菱UFJリサー
チ&コンサルティング株式会社「月末・月
中平均の為替相場」の2025年７月末TTS
相場）を使用した。

２　2024年の野菜産業の概観

米国では24年、夏の猛暑や秋に大型ハ
リケーンの上陸があり、収穫面積の減少に
よって主要野菜の生産量が減少したことが
消費量の減少につながったとされており、
１人当たりの野菜消費量減少に歯止めがか
かっていない。
（１）生鮮野菜
2024年の生鮮野菜（注１）の１人当たり消
費量（注２）は、前年比3.3％減の67.2キログ
ラムであり、直近３カ年平均に比べて約４
キログラム少なかった（表１）。輸入量は
前年比0.9％増であったが、生産量が同
4.5％減、輸出量が同3.3％増であったこ
とにより消費量は減少した。

（注１）�特に断りのない限り、生鮮野菜の生産量などか
らばれいしょときのこ類を除いている。

（注２）�本稿における消費量は、生産量に輸入量を加え
た数値から輸出量を差し引いて、在庫変動を加
味した供給量（availability）が代替として使用
されており、食品ロスなども含まれる。

米国の野菜をめぐる2024年の状況および25年の見通し
～24年の野菜の１人当たりの消費量は1988年以来の低水準に～

2024年の米国における野菜の１人当たり消費量は、国内供給量の減少により170.3キ
ログラムに減少し、1988年以降で最低となった。米国は野菜の輸入依存度が高いが、今
後の関税政策などの動向によっては生産費や輸入価格が高騰することにより、野菜需要が
さらに低下する可能性がある。
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（２）加工野菜
2024年の加工野菜の１人当たり消費量
は、前年より約４キログラム少ない（同
8.4％減）43.4キログラムであり、直近３
カ年平均に比べて6.5キログラム少なかっ
た。また、生産量はトマトなどの主要加工
野菜が前年に比べて減少した。

（３）ばれいしょ
2024年のばれいしょの１人当たり消費
量は、前年並みの53.2キログラムとなり、

直近３カ年平均に比べて1.4キログラム多
かった。生鮮重量基準で消費量に占める割
合が大きかった品目は、冷凍ばれいしょ
（59％）、生鮮（29％）、ポテトチップス
（18％）であった。

（４�）2024年の１人当たり野菜消費量は記
録的低水準
2024年の米国の野菜・豆類の１人当た
り消費量は、前年比3.3％減の170.3キログ
ラム（豆類ときのこ類の合計6.6キログラム

表１　2021～24年の野菜産業の概観
項目 2021年 2022年 2023年 2024年 2024年の

前年比（％）
収穫面積（単位：千ヘクタール）

野菜（生鮮・加工） 919 906 866 819 ▲ 5.4
ばれいしょ 376 372 389 375 ▲ 3.7
その他 1,272 1,243 1,203 1,555 29.3
合計 2,568 2,521 2,458 2,748 11.8

生産量（単位：千トン）
野菜（生鮮） 13,803 14,007 13,835 13,208 ▲ 4.5
野菜（加工） 15,399 15,318 17,210 14,995 ▲ 12.9
ばれいしょ 18,717 18,237 19,964 19,062 ▲ 4.5
その他 2,062 2,613 2,696 3,141 16.5
合計 49,981 50,175 53,705 50,405 ▲ 6.1

生産額（単位：億円）
野菜（生鮮） 16,578 22,816 21,686 21,713 0.1
野菜（加工） 2,962 3,771 4,783 3,620 ▲ 24.3
ばれいしょ 6,323 7,770 8,111 7,638 ▲ 5.8
その他 3,573 3,942 4,179 4,498 7.6
合計 29,436 38,298 38,759 37,469 ▲ 3.3

輸入額（単位：億円）
野菜（生鮮） 15,045 16,067 17,188 18,798 9.4
野菜（加工） 5,818 6,608 6,678 7,358 10.2
ばれいしょ（種子用を含む） 3,041 3,811 4,651 4,985 7.2
その他 1,427 1,606 1,570 1,565 ▲ 0.3
合計 25,332 28,091 30,087 32,705 8.7

輸出額（単位：億円）
野菜（生鮮） 3,604 3,740 3,591 3,871 7.8
野菜（加工） 2,313 2,432 2,447 2,724 11.3
ばれいしょ（種子用を含む） 2,811 3,132 3,446 3,485 1.1
その他 1,164 1,060 1,520 1,741 14.5
合計 9,892 10,365 11,004 11,821 7.4

1 人当たり消費量（単位：ｋｇ）
野菜（生鮮） 71.4 72.8 69.4 67.2 ▲ 3.3
野菜（加工） 50.6 51.8 47.3 43.4 ▲ 8.4
ばれいしょ 51.2 51.1 53.0 53.2 0.3
その他 5.3 7.1 6.4 6.6 3.8
合計 178.5 182.8 176.2 170.3 ▲ 3.3

資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：表中の数字を合計しても必ずしも「合計」とは一致しない。
注２：その他には豆類（乾燥品を含む）およびきのこ類が含まれる。
注３：野菜（生鮮・加工）には、缶詰、乾燥、冷凍を含むが、ばれいしょおよびきのこ類を含まない。
注４：ばれいしょの数値には、生鮮と加工品を含む。
注５：2024年の数値は推計値。
注６：原典の統計値は過去に遡り特に断りなく変更されることがある。
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を含む）と、1988年以降で最低となった。
同消費量は、96年の193.2キログラムを
ピークに徐々に減少し、2005年以降は多
少回復する時期もあったが、全体的に減少
傾向で推移し、直近３年間は顕著に減少し
ている（図１）。24年の同消費量の割合は、

生鮮野菜が39.4％、加工用野菜が25.5％、
ばれいしょが31.2％、その他が3.9％となっ
ており、この割合は長期間にわたり比較的
安定している。１人当たり消費量は、生鮮
野菜とばれいしょは比較的安定しているも
のの、加工野菜は減少傾向にある。

３　生鮮野菜の動向

（１）2024年の生鮮野菜の消費量は減少
レタスは、生産量と輸入量がともに前年
より減少した一方で、輸出量が増加したこ
とにより、国内の供給量が減少したことか
ら消費量が減少した。非結球レタスの１人
当たり消費量は、1990年代の平均2.7キ
ログラムから2020年代には平均7.7キロ
グラム台に増加した。これに対し、結球レ
タスは、90年代の平均10.9キログラムか
ら、2020年代の平均が6.4キログラムと
なっており、24年は過去最低の5.6キログ
ラムとなった（表２）。このような変化に

ついてUSDAは、消費者が非結球レタスの
方が結球レタスに比べて栄養価が高いと認
識していることが要因と分析している。
かぼちゃは、生産量が前年比11％減、輸
出量が同12％増となり、輸入量も微減と
なったことにより、国内の供給量が減少し
たことから消費量が減少した。
にんじんは、生産量が同約16％減、輸出
量が同12％増となったことにより、国内の
供給量が減少したことから、消費量がかな
り大きく減少した。にんじんの消費量に占
める輸入品の割合は年々増加し、2020～
24年にはその割合が過去最大の22％と、
2000～04年（８％）の３倍近くとなった。

図１　米国の１人当たり野菜消費量の推移（1996～2024年）

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：ばれいしょを含む。
注２：2024年は速報値。
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（２）2024年の主要生鮮野菜の生産量は減少
生鮮野菜は、生産量の約３分の２が露地
栽培である。2024年の生鮮野菜の上位５
品目の生産量は、レタス、トマト、にんじ
ん、かぼちゃの減少分が、たまねぎの増加

分を上回ったこと、また、作付面積の減少
と単収の低下などから、前年比5.0％減と
なった（表３）。上位５品目以外では、ス
イートコーン、ブロッコリーなどの生産量
が減少した。

（３�）生産者価格は2024年に上昇、2025年
１～５月は前年を下回って推移
生産者価格に関する野菜価格指数

（2011年を100とする）は、2024年に前
年比11％高の173.5となり、22年に次ぐ
過去２番目に高い水準となった（図２）。
指数の上昇は、トマト、レタスなどの主要

野菜の生産量の減少による生産者価格の上
昇が要因である。一方、25年の生鮮野菜
の生産者価格は、１～５月の各月とも前年
同期を下回っている。25年５月の野菜価
格指数は、前年同月比23.1％減の123.7
となっている。
24年２月のトマト、たまねぎがそれぞ

表２　2020～24年の主要生鮮野菜の１人当たり消費量の推移
（単位：キログラム、％）

品目 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2024年の
前年比

たまねぎ 10.2 10.1 9.4 9.6 9.6 0.6
トマト 8.1 8.4 8.6 8.7 8.7 0.1
非結球レタス 8.5 7.5 7.7 8.1 7.3 ▲ 9.4
結球レタス 7.0 6.3 6.2 6.0 5.6 ▲ 5.7
ピーマン／パプリカ＊ 4.9 5.2 5.1 4.9 4.9 ▲ 0.2
かぼちゃ＊ 4.9 5.4 5.4 5.0 4.7 ▲ 6.7
きゅうり 3.4 3.6 3.7 3.8 3.8 ▲ 1.7
にんじん 3.3 3.5 3.9 3.7 3.2 ▲ 14.1
ブロッコリー 3.0 2.5 3.0 2.6 2.5 ▲ 3.7
かんしょ＊ 3.1 3.0 2.8 2.4 2.5 5.3
キャベツ 2.6 2.6 2.7 2.5 2.5 0.6
セロリ 2.3 2.2 2.2 2.1 2.1 1.7
スイートコーン 2.1 2.3 2.1 2.1 2.1 ▲ 0.2
カリフラワー 1.3 1.1 1.1 0.9 0.9 6.7
ほうれんそう 1.0 0.9 1.1 1.1 0.7 ▲ 34.8
アスパラガス 0.8 0.9 0.8 0.7 0.7 ▲ 3.6
なす 0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 4.7
その他 4.7 5.4 6.5 4.8 4.8 ▲ 1.1
合計 71.7 71.4 72.8 69.4 67.2 ▲ 3.3
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：＊印の品目には加工品を含む。
注２：2024年は速報値。

表３　2021 ～ 2024 年の主要生鮮野菜の生産量の推移
（単位：千トン、％）

品目 2021年 2022年 2023年 2024年 2024年の
前年比

レタス（全種類） 4,471 4,451 4,667 4,399 ▲ 5.7
たまねぎ 2,893 2,755 2,876 2,969 3.2
にんじん 1,033 1,133 1,051 887 ▲ 15.6
かぼちゃ 1,004 1,043 947 846 ▲ 10.7
トマト 942 970 986 898 ▲ 8.9
上位５品目の合計 10,342 10,352 10,526 9,999 ▲ 5.0
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：たまねぎはカリフォルニア州の乾燥たまねぎを除いた推計値。
注２：かぼちゃには加工品の生産量を含む。
注３：USDAの調査対象外の州の生産量の推計値を含む。
注４：2024年は推計値。
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れ前年同月比で２倍強、結球レタスが同
71％高と大幅に高かったことにより、25
年２月のトマトは前年同月比69％安、ス
イートコーン同62％安、結球レタス同
50％安などとなったことから、同期の生
産者価格は全体的に大幅に値下がりした。

（４�）カリフォルニア州の貯水量が平年よ
り増加
2024年夏の猛暑は、野菜生産に悪影響
を及ぼした。今夏も同様の状況であれば、
単収の低下を防ぐために灌

かんがい

漑用水を増やす
必要がある。多くの野菜を生産するカリ
フォルニア州では、シエラネバダ山脈にお
ける冬季の積雪が、作物栽培に必要な水の
約30％を供給しているため、毎年４月１
日の積雪量が水供給の重要な指標となる。
25年の積雪量は、平年より４％、24年よ
り22％、いずれも少なかった。しかし、
州内の貯水池の貯水量は平年に比べて約
17％多かった。このため、長期予報では、
野菜主産地のカリフォルニア州中央部など
を除き、同州の大部分が７月までは干ばつ
による被害は起きないとされている。

（５�）投入資材価格は、2022年以降、大き
な変化なし
2020 ～ 22年は、異常気象、ロシアの
ウクライナ侵攻、新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）拡大に伴う供給網の混乱
により、野菜生産の投入資材価格指数が平
均26％上昇した。23～ 24年の投入資材
価格指数の変動は、これよりはるかに小幅
であり、上昇率は23年は前年比0.1％増、
24年は同0.3％増といずれも前年並みと
なった（表４）。現在のところ、25年１、
２月の投入資材価格指数は、前年同期に比
べて0.5％低くなっている。
図３は、15～ 24年のインフレ率（GDP
デフレーター）、投入資材価格指数および
野菜生産者価格指数の推移を示している。
比較を容易にするため、各指数は、
COVID-19の感染拡大が始まった20年を
100としている。
20 ～ 23年のコロナ禍には、投入資材
価格指数が年平均6.3％上昇し、同期間の
インフレ率（4.2％）を上回った。この間、
野菜生産者価格指数は年平均8.5％上昇
し、22年には前年より45％上昇した。

資料：USDA「Agricultural Prices」を基に農畜産業振興機構作成

図２　野菜価格指数の推移
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24年の投入資材価格指数は前年をわず
かに下回り、野菜生産者価格指数は同約
11％高となった。なお、25年第１四半期
の投入資材価格指数は、前年同期比0.5％
減となっている。
ほとんどの野菜生産者にとって、賃金が
生産費の約３分の１を占め、最大の費目と

なっている。24年の賃金上昇率は約３％
と な り、23年（ 同5.5 ％）、22年（ 同
7.4％）に比べて小幅な上昇率であった。
25年は、農業労働者の最低賃金の上昇率
が平均4.5％（時給約2557~2668円）に
なると予想されている。
燃油価格は、米国の原油生産量が増加し

表４　投入資材などの価格指数変化

項目
年平均 1、２月の平均

2022年 2023年 2024年 前年比
（％） 2024年 2025年 同期比

（％）
種苗費 131.7 138.7 138.7 0.0 138.7 138.7 0.0
肥料費
　窒素 167.8 115.4 103.4 ▲ 10.4 105.3 107.8 2.4
　リン酸及びカリウム 145.6 104.2 106.1 1.8 106.6 108.9 2.2
農薬費
　殺虫剤 120.5 114.6 105.5 ▲ 7.9 104.9 105.8 0.9
　除草剤 177.9 150.7 138.7 ▲ 8.0 138.0 139.1 0.8
　殺菌剤他 116.6 115.0 105.9 ▲ 7.9 105.3 106.2 0.9
燃油費
　軽油 112.9 97.8 87.3 ▲ 10.7 91.7 84.8 ▲ 7.5
　ガソリン 104.4 97.0 91.5 ▲ 5.7 87.1 86.0 ▲ 1.2
農業機械費 152.6 162.9 165.2 1.4 164.2 166.2 1.2
農機具費 142.1 144.4 142.8 ▲ 1.1 142.9 144.3 1.0
農作業請負代 126.0 141.2 143.5 1.6 143.5 143.5 0.0
建設資材費 163.6 165.0 166.8 1.1 166.9 168.2 0.7
借地代 126.1 137.5 140.3 2.0 140.3 143.3 2.1
利子 131.6 153.5 158.0 2.9 158.0 149.6 ▲ 5.3
租税公課 146.2 152.7 161.6 5.8 161.6 169.6 5.0
雇用労働費 156.9 165.5 171.0 3.3 174.2 170.8 ▲ 2.0
作物部門の生産費 139.3 139.6 138.5 ▲ 0.8 138.6 143.3 3.4
野菜部門の生産費 142.3 142.5 142.9 0.3 144.1 143.4 ▲ 0.5
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：作物部門の生産費は全ての作物の平均としてUSDAが算出。
注２：野菜部門の生産費は、2006年のUSDAの調査による投入割合を基にUSDAが算出。

資料：USDAおよびセントルイス連邦銀行のデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：GDPは各年１月１日時点。
注２：�野菜生産における投入資材価格指数のデータが公表されていないため、代替として一般的な

農業における投入資材価格指数を掲載しており、表４と必ずしも数字は一致しない。

図３　インフレ率、投入資材価格指数、野菜生産者価格指数の推移
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たことにより値下がりした。化石燃料は肥
料の原料にもなるため、窒素肥料価格は、
原油価格が上昇した21年（前年比30％強
増）、22年（同約85％増）に大幅に値上
がりした。窒素肥料の価格は、原料となる
天然ガスの価格が23年は同41％、24年
は同14％下落したことにより、それぞれ
37％、10％下落した。25年は、発電用
天然ガスの世界的な需要増と天然ガス在庫
の減少により、天然ガス価格が前年の約２
倍になると予想されており、肥料価格も値
上がりする可能性がある。

（６�）輸入量は増加、輸出量は減少
かんしょを除く米国の生鮮野菜の貿易
は、カナダおよびメキシコとの間が主体と

なっている。米国は輸入野菜に大きく依存
しており、2024年は輸入量が輸出量の約
４倍になった（表５）。25年１、２月の生
鮮野菜（ばれいしょを除く）の輸入量が前
年同期比2.1％増であったのに対し、輸出
量は同6.8％減であった。

（７）有機および温室栽培野菜
ア�　2025年第１四半期の生産者価格は下落
2025年第１四半期の生鮮野菜（有機・
慣行）の生産者価格は、全体として前年同
期に比べて下落した（表６）。なお、25年
４月のロメインレタスとセロリの生産者価
格は、アリゾナ州の生産量の増加分がカリ
フォルニア州中央部の生産量の減少分を上
回ったことにより、前年同期に比べて下落

表５　2022～25年２月の主要生鮮野菜の輸出入量の推移
（単位：千トン、％）

品目 2022年 2023年 2024年 1 ～２月 2025年の
前年同期比2024年 2025年

輸入
　トマト 1,982 2,013 2,133 378 378 0.0
　きゅうり 1,097 1,150 1,177 218 235 7.5
　ピーマン 813 772 788 174 189 8.2
　かぼちゃ 659 626 635 78 111 42.3
　とうがらし 525 532 520 130 123 ▲ 5.8
　たまねぎ 452 479 483 94 87 ▲ 7.3
　ブロッコリー 505 381 330 70 60 ▲ 15.2
　レタス 272 287 293 54 55 1.0
　にんじん 277 299 287 71 64 ▲ 9.5
　アスパラガス 263 232 234 50 44 ▲ 12.3
　スイートコーン 92 92 103 31 33 6.4
　かんしょ 65 42 87 13 28 114.6
　カリフラワー 101 80 69 11 13 15.1
　その他 1,524 1,580 1,603 307 297 ▲ 3.1
　小計 8,627 8,565 8,742 1,680 1,715 2.1
　ばれいしょ 547 560 462 91 96 4.9
合計 9,174 9,124 9,204 1,771 1,811 2.2
輸出
　たまねぎ 287 299 360 64 45 ▲ 29.5
　レタス 319 320 332 49 43 ▲ 11.2
　さつまいも 230 249 214 39 33 ▲ 17.3
　カリフラワー 135 133 132 26 27 1.4
　セロリ 86 79 89 15 13 ▲ 11.3
　にんじん 86 82 88 17 16 ▲ 6.9
　トマト 81 83 82 13 16 30.7
　アスパラガス 58 70 72 3 5 78.3
　ほうれんそう 47 43 44 7 6 ▲ 6.1
　スイートコーン 27 24 27 7 5 ▲ 20.3
　ブロッコリー 16 15 15 3 2 ▲ 34.2
　きゅうり 14 13 12 2 3 103.2
　その他 341 332 334 51 60 16.2
　小計 1,726 1,741 1,801 295 275 ▲ 6.8
　ばれいしょ 508 540 557 89 83 ▲ 7.0
合計 2,234 2,281 2,357 384 357 ▲ 6.9
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
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した。葉物野菜やセロリの産地は、カリフォ
ルニア州中央部とアリゾナ州西部・カリ

フォルニア州南部との間を季節移動する。

イ�　2024年の有機野菜の輸入割合はきゅ
うりが最大
2024年の有機野菜の輸入量は表７のと
おりである。
24年の生鮮野菜（有機および慣行）の
輸入額上位３品目はトマト、きゅうり、ピー

マンであり、品目ごとの月間総輸入額に占
める有機の割合は、きゅうりが14 ～
20％、トマトが３～８％、ピーマンが７
～11％であり、金額・数量共に70％以上
が温室栽培であった。

表６　米国産慣行栽培と有機栽培の生産者価格の比較（2024、2025年）
2024年１～３月

（円／キログラム）
2025年１～３月

（円／キログラム）
2025年の前年同期比

（％）
慣行 有機 慣行 有機 慣行 有機

根菜類
　にんじん 171 NA 167 276 ▲ 2.7 NA
　さつまいも（橙） 91 NA 92 NA 1.1 NA
葉茎菜類
　キャベツ 86 140 84 197 ▲ 1.6 40.2
　セロリ 205 329 227 463 11.2 40.6
　カリフラワー 219 307 184 273 ▲ 15.8 ▲ 11.1
　ブロッコリー 271 347 211 370 ▲ 22.3 6.5
　葉レタス 136 178 102 169 ▲ 24.7 ▲ 5.0
　結球レタス 160 NA 96 150 ▲ 40.2 NA
　ロメインレタス 205 218 131 194 ▲ 36.1 ▲ 11.2
　たまねぎ（黄） 122 NA 54 NA ▲ 55.6 NA
果菜類
　きゅうり 178 NA 75 NA ▲ 58.0 NA
　ズッキーニ 273 NA 146 NA ▲ 46.7 NA
　トマト（グレープ） 833 1,373 271 NA ▲ 67.4 NA
　ピーマン 249 NA 139 NA ▲ 44.3 NA
　スイートコーン 226 NA 128 NA ▲ 43.6 NA
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注　：「NA」はデータがないことを示す。

表７　温室野菜と有機野菜の輸出入量の推移
（単位：千トン、％）

2022年 2023年 2024年 1 ～２月 2025年の
前年同期比2024年 2025年

輸入
トマト （温室） 987.8 1,169.3 1,239.5 221.9 210.5 ▲ 5.1

（露地・有機） NA 17.1 25.4 5.7 5.7 ▲ 1.4
（温室・有機） 178.2 131.2 65.1 4.9 8.2 68.3

きゅうり （温室） 241.6 238.2 443.0 70.8 98.3 38.9
（露地・有機） 8.3 26.6 23.9 4.8 6.0 22.7
（温室・有機） 17.4 40.7 79.1 13.8 13.1 ▲ 5.2

ピーマン （温室） 416.1 418.1 423.4 67.7 72.6 7.2
（露地・有機） 10.1 11.7 11.7 3.7 3.7 0.1
（温室・有機） 34.2 34.8 38.0 6.9 7.9 13.7

にんにく （有機） 2.1 1.0 2.3 0.5 1.0 118.9
たまねぎ （有機） NA 17.9 20.7 3.2 2.6 ▲ 18.5
ばれいしょ （有機） NA 31.6 22.3 6.7 4.2 ▲ 38.2
輸出
にんじん （有機） 21.0 22.6 23.2 4.1 4.0 ▲ 1.6
その他のレタス （有機） 23.2 16.7 17.0 1.5 1.6 9.7
たまねぎ （有機） 10.0 10.5 12.1 1.2 1.9 59.2
ほうれんそう （有機） 16.5 14.1 11.9 1.1 1.3 18.2
ばれいしょ （有機） 10.1 9.3 10.8 1.1 1.2 12.1
カリフラワー （有機） 10.9 8.0 7.7 1.5 1.6 5.5
セルリー （有機） 8.9 6.2 7.4 0.9 0.7 ▲ 19.2
キャベツ （有機） 7.1 6.4 6.2 0.8 1.0 16.6
トマト （有機） 1.9 1.7 3.5 0.5 0.5 8.9
結球レタス （有機） 1.7 3.3 2.2 0.3 0.3 ▲ 12.1
ブロッコリー （有機） 2.0 1.6 2.0 0.7 0.1 ▲ 85.3
アスパラガス （有機） 0.7 0.8 0.6 0.2 0.1 ▲ 60.1
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
注　：「NA」はデータがないことを示す。
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米国の耕種農業の雇用労働者の70％が外国からの移民であると推定されており、本
誌2025年４月号「2024年の米国の野菜をめぐる状況」のコラムで取り上げたように、
USDAは、この移民由来のうち約40％が正式な労働許可などを有していない、いわゆ
る「不法移民」であるとしている。
トランプ大統領が不法移民の大量強制送還の方針を維持する中、25年２月上旬に米
国の三大テレビネットワークで移民・税関捜査局による家宅捜索の映像が放映され、こ
れと農業生産への影響が取り上げられたことを皮切りに、農業団体、産業団体などが、
サプライチェーンの混乱を防ぐための安定的な農業労働力の確保の必要性を主張するよ
うになっている。

このような状況の中、25年６月中旬にネブラスカ州オマハの食肉加工場に対して行
われた移民・税関捜査局による家宅捜索では、連邦政府のオンライン検証で「不法移民
ではない」とされていた従業員の約半数が検挙されたことで、全米の移民農業労働者に
不安が広がった。その後、トランプ大統領は、長年にわたり米国の農業に貢献してきた
善良な移民を強制送還したとしても、農業を混乱させないことの重要性に言及し、移民
政策の転換の可能性を示唆したが、具体的内容には言及していない。
ロリンズ農務長官は、不法移民問題の解決策として、政府が移民労働者に適用される
H-2A（※）ビザの効率性改善と利便性の向上を検討していると述べ、移民問題は超党派の
問題であり、解決には議会の行動なくして大きな変革はないと述べている。
機械化が進んだとはいえ、野菜の栽培・収穫には、依然として大量の人手が必要であ
るため（コラム―写真）、25年の収穫時期に十分な労働力が確保できるのかどうか、依
然として不透明な状況となっている。

（※）H-2Aプログラムは、特定の規制要件を満たす米国企業または米国代理店が、一時的な農業従事者として外国人
労働者を米国に招へいすることを可能にする制度。

コラム　依然、農場労働力の確保に不透明感

コラム―写真　農業の機械化は進展するも、野菜の収穫には多くの人手が必要
（資料　ABC News）
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４　加工用野菜の動向

米国の多くの野菜生産者は、加工用の野
菜も栽培している。加工用に栽培される野
菜は、外皮が厚く、形状が均一で、収穫や
加工が容易といった特徴がある。トマトは
加工用野菜の生産量の約60％を占め、生
産額では約50％を占めている。

（１�）在庫の増加で加工用トマトの価格・
生産見通しは低下
加工用トマトは全米で栽培されている
が、収穫面積の94％は気候が温暖で霜

そうがい

害

のリスクが低いカリフォルニア州にある。
加工用トマトの栽培では、灌漑用水の供給
の多寡が重要な要素になるが、生産者は収
益性や気象条件、労働力の確保状況など、
多くの要因を総合的に判断して作付け・栽
培・収穫を行っている。
トマト加工業者は、2025年の契約栽培
面積を24年の9.0万へクタールから9.8％
減の8.1万ヘクタールと見込んでおり、こ
れにより契約生産量も1005万トンから
7.1％減の934万トンになると見込まれて
いる（図４、５）。

資料：USDA「2025　California Processing Tomato Report」を基に農畜産業振興機構作成
　注：2025年の契約生産量は、加工業者の買付け意向の値。

図４　カリフォルニア州の加工用トマトの契約栽培面積および生産量の推移
（2014～2025年）
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資料：USDA「2025　California Processing Tomato Report」を基に農畜産業振興機構作成
　注：「傾向値」は最小二乗法により算出したもの。

図５　契約栽培加工用トマトの単収の推移
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契約栽培面積は、生産者と加工業者の価
格見通しにより増減する。23年、カリフォ
ルニアトマト生産者協会と加工業者は、過
去10年間の最高値となる１トン当たり
138ドル（２万754円）（慣行栽培）の基
本契約価格で合意した（図６）。しかし、
栽培期間中にトマト加工品の在庫が増加し
たことにより、24年の契約価格は、前年
比18％安の同112.50ドル（１万6919円
となった。また、25年の契約価格は25年
４月28日に前年比３％安の同109ドル
（１万6393円）に決定し、生産者に契約
価格の安定性を示すことが重要だとした。
現在、トマト加工品の販売価格は、23

年のピーク時に比べて安くなっている。
25年４月の１バルク（55ガロン（208
リットル）ドラム缶入り）のトマトペース
トの価格は、トマトに含まれる可溶性固形
物の割合により１キログラム当たり192
～ 279円の範囲となっており、24年４月
に比べて３～８％安く、23年４月比では
28％安くなっている。
25年１～２月のトマト加工品の純輸出
量（輸出量―輸入量）は、前年同期比約２％
増となった。直近５年間のトマト加工品の
純輸出量は、生鮮重量換算で生産量の13
～ 19％に相当する118万～ 198万トンの
間で推移した。

（２）野菜加工品の価格は小幅な動き
2025年第１四半期の野菜加工品の生産
者物価指数は、複数の品目で前年を上回っ
ているが、上昇ペースは鈍化している。消
費者物価指数は小幅な動きとなっている。
冷凍野菜の生産者物価指数は、25年第
１四半期に前年同期比0.4％上昇したが、
これは冷凍ばれいしょが同1.9％上昇した
ことが要因である。ばれいしょ製品を除く

と、冷凍野菜の指数は同2.0％下落した。
25年第１四半期の野菜加工品の消費者
物価指数は、前年同期比0.8％上昇した。
野菜缶詰は同1.1％上昇したが、冷凍野菜
は同1.4％下落した。

（３�）2024年の貿易状況：野菜加工品の輸
出入額が増加
2024年の野菜加工品の輸入額は、前年比

資料：カリフォルニア食品加工業連盟及びカルフォルニアトマト生産者協会を基に機構作成
　注：在庫は各年の３月１日現在のトマトペーストの生鮮重量換算基準での数量。

図６　トマト加工品の在庫・単価の推移
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10％増で過去最高となり、冷凍野菜（全体に
占める割合は51％）と調理・保存処理済み野
菜加工品（同39％）の２品目で全体の約
90％を占めた（表８）。2024年の輸入量は、
同５％増の1036万9000トンとなった。冷凍
野菜をみると輸入量459万5000トンのうち、
３分の２はばれいしょであり、このうち約
81％がフライドポテトであった。また、ブロッ
コリーとカリフラワーの輸入量が減少した一
方、スイートコーン、さやいんげん、ほうれ
んそうは増加した。調理・保存処理済み野菜
は輸入量284万トンのうち、46％がトマト製
品であり、このうち約82％がトマトソースで
あった。乾燥・脱水野菜は輸入量288万トン

のうち、約63％がばれいしょ製品であり、こ
のうち約80％がでんぷんであった。
一方、輸出額は、同5.9％増で、冷凍野
菜（全体に占める割合は47％）と調理・
保存処理済み野菜（同43％）の２品目で
約90％を占めた。輸出量は、同８％増の
704万トンであり、19年以降で最多となっ
た。冷凍野菜では輸出量212万7000トン
のうち、約84％がばれいしょ製品であり、
このうちフライドポテトが約87％を占め
た。調理・保存処理済み野菜の輸出量392
万8000トンのうち、約85％がトマト製
品であり、このうち約58％がペースト、
約22％がソースであった。

表８　2022 ～ 25 年２月の主要野菜加工品の輸出入額の推移
（単位：億円、％）

品目 2022年 2023年 2024年 1 ～２月 2025年の
前年同期比2024年 2025年

輸入
調理・保存処理済み 3,856 4,100 4,656 761 797 4.7
　トマト 660 938 1,276 224 207 ▲ 7.4
　ポテトチップス 265 392 487 71 80 12.1
　たまねぎ 148 138 173 25 30 16.4
　きゅうり 149 158 161 24 36 51.7
　さやいんげん 60 55 58 11 11 ▲ 2.3
　その他 2,573 2,420 2,501 406 434 6.8
野菜ジュース 118 114 160 26 28 8.0
　トマト 7 9 9 2 1 ▲ 19.7
　その他 111 106 150 24 27 9.8
冷凍野菜 5,020 5,670 6,105 998 1,028 3.0
　ばれいしょ 2,453 3,031 3,406 535 523 ▲ 2.3
　ブロッコリー 620 694 667 125 137 9.9
　さやいんげん 134 137 150 23 22 ▲ 4.2
　カリフラワー 142 133 118 23 24 4.4
　ほうれんそう 71 66 77 16 17 7.4
　その他 1,601 1,610 1,688 276 305 10.3
乾燥・脱水野菜 1,164 1,090 1,154 183 187 2.4
　ばれいしょ 332 416 395 71 62 ▲ 12.6
　トマト 48 43 59 9 10 8.7
　にんじん 55 49 46 10 8 ▲ 19.6
　その他 729 583 655 93 108 15.5
合計 10,158 10,975 12,075 1,968 2,040 3.7
輸出
調理・保存処理済み 2,090 2,250 2,483 377 372 ▲ 1.5
　トマト 1,039 1,163 1,364 216 214 ▲ 1.2
　ばれいしょ 478 519 516 74 69 ▲ 6.3
　きゅうり 115 123 151 16 17 7.2
　スイートコーン 142 125 106 12 17 39.5
　その他 316 321 347 58 54 ▲ 7.8
野菜ジュース 56 42 49 7 7 9.6
　トマト 3 4 4 0.6 0.5 ▲ 18.9
　その他 53 38 45 6 7 12.2
冷凍野菜 2,469 2,609 2,694 436 443 1.7
　ばれいしょ 2,013 2,183 2,258 360 367 2.1
　スイートコーン 146 131 136 26 24 ▲ 8.5
　その他 310 294 300 51 52 3.6
乾燥・脱水野菜 503 492 484 86 82 ▲ 4.6
　ばれいしょ 184 234 203 37 33 ▲ 11.1
　たまねぎ 133 100 106 15 18 15.2
　その他 186 159 175 33 31 ▲ 6.5
合計 5,118 5,393 5,711 906 904 ▲ 0.2
資料：USDAを基に農畜産業振興機構作成
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（４�）2024年の加工野菜の１人当たり消費
量は過去最低に急減
USDAの速報値によれば、2024年の１
人当たり加工野菜消費量（きのこ、ばれい
しょ、さつまいもを除く）は43.4キログ
ラムであり、1970年以降で最低となった。
品目別では、加工トマトの１人当たり消費
量は、カリフォルニア州の作付面積が減少
したことにより、前年比2.0キログラム減
の21.9キログラムとなった。加工スイー
トコーンの１人当たり消費量は、生産量第
１、２位のワシントン州とミネソタ州の作
付面積が減少したことにより、同1.4キロ
グラム減の4.7キログラムとなった。１人
当たり消費量は、過去10年間、減少傾向
にある。

５　個別品目の状況：ばれいしょ

本章では、米国産野菜の中で単一品目と
しては最も輸出量の多い、ばれいしょの動
向を紹介する。なお、日本向けの生のばれ
いしょ塊

かいけい

茎の輸出には、厳格な植物検疫上

の要件が課せられているため、試験研究な
どの目的を除き経済上は現実的ではなく、
日本向け輸出品はほぼすべてが加工品と
なっている。ばれいしょ年度は９月から翌
年８月である。
（１�）価格低下が作付け意欲減退の要因
2024年、主要13州（注３）では、ばれいしょ
の作付・収穫面積がともに前年比４％減、
生産量が同５％減、単収が同１％減となっ
た。このような減少は、市場価格の軟化、
年度後半の在庫の増加、前年の契約加工用
ばれいしょの供給過剰による作付け意欲の
減退が要因である。生鮮ばれいしょの生産
者価格は、23 ／ 24年度（９月から翌年
８月）の開始月に急落し、24 ／ 25年度
の最初の８カ月間（25年４月まで）を通
じて横ばいとなっている（図７）。
（注３）�USDAがばれいしょで調査対象としているのは、

カリフォルニア州、コロラド州、フロリダ州、
アイダホ州、メーン州、ミシガン州、ミネソタ州、
ネブラスカ州、ノースダコタ州、オレゴン州、
テキサス州、ワシントン州、ウィスコンシン州
の13州である。

資料：USDA「Agricultural Prices」を基に農畜産業振興機構作成
注１：ばれいしょ年度は９月から翌年８月。
注２：１ドルは100セント。

図７　生鮮ばれいしょの生産者価格の推移
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（２）2024 ／ 25年度上半期の貿易状況
2024 ／ 25年度上半期（９月～翌年２
月）の生鮮ばれいしょ（種子用を除く）の
輸出量は、前年同期比２％増、輸出額は同
１％増となった。米国からメキシコへの生
鮮ばれいしょの輸出量は、前年同期比では
４％減となったものの、12.9万トンと過
去２番目の量であり、19 ／ 20 ～ 20 ／
21年度平均と比較すると151％増であっ
た。米国は、22年にメキシコへの生鮮ば
れいしょの輸出拡大のために規制変更を行
い、23 ／ 24年度の同国への輸出量が過
去最高の24万8000トン（輸出量全体の

46％）となっている。
米国は、冷凍フライドポテトの主要輸出
国であり輸入国でもある。24 ／ 25年度
上半期の冷凍フライドポテトの輸出量は、
前年同期比１％増であった。主要輸出先で
ある日本、メキシコ、韓国、カナダへの輸
出量の増加分が、フィリピンへの輸出量の
減少分を上回った。

（３）2025年の作付面積の見通し
生鮮ばれいしょの生産者価格の低下と契
約面積の減少が見込まれるため、2025年
のばれいしょの作付面積は、前年比約２％

25年４月のばれいしょの在庫（加工業者
の保有分と翌年の作付けに必要な種いもを
含む）は、前年同月比６％減であった（図
８）。24／ 25年度の生産量に占める４月
の在庫の割合は31％と、前年度とほぼ同じ
であった。24／25年度の９～２月の加工

用ばれいしょの使用量は、過去３年間の平
均に比べて３％減少した。ポテトチップス
加工需要は鈍化しており、25年１～４月中
旬のポテトチップス用ばれいしょの出荷量
は、前年同期比11％減となっている。

資料：USDA「Agricultural Prices」を基に農畜産業振興機構作成
注１：ばれいしょ年度は９月から翌年８月。
注２：９月の数値は当該ばれいしょ年度における生産量、他の月はそれぞれの月における在庫量を表す。

図８　主要13州におけるばれいしょの生産量（９月）・在庫（９月以外の月）の推移

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

9月 12
月 2月 4月 6月 9月 12
月 2月 4月 6月 9月 12
月 2月 4月 6月 9月 12
月 2月 4月 6月 9月 12
月 2月 4月

2020/21 21/22 22/23 23/24 24/25

（千トン）

（年度）



野菜情報 2025.970

減と予測されている。業界の報告によれば、
太平洋北西部では加工業者が需給バランス
を取るため、25年の契約作付面積を削減
することが見込まれている。アイダホ州は、
24年のばれいしょの作付面積の３分の１
を占めており、次いでワシントン州が
17％を占めていた。作付面積は、生鮮ば
れいしょの市場価格や加工契約だけでな
く、小麦やトウモロコシなどの代替作物の
価格、灌漑用水の利用可能性、輪作上の制
限なども考慮して決定される。

６　おわりに

2024年は、野菜の消費量が減少したが、
その主な要因が代替作物の利益率向上や生
産費の高騰などによる供給量の減少といっ
た生産者側の要因によるものなのか、ある
いは、野菜価格の高騰などによる需要低下
や経済減速による購買力低下といった消費
者側の要因にもよるものなのか、本稿で参
照した報告書では必ずしも明確に分析され
ていない。
また、25年に発足した第二次トランプ
政権では、関税政策の変更により生産費の
増加や輸入依存度が増している米国の野菜
価格の高騰も予想され、野菜需要の低下に
つながる可能性もある。さらに、移民政策
の厳格化により、野菜収穫が順調に行える
かどうかの懸念も残されている。本稿執筆
時（６月下旬）には、中東情勢の不確実性
の高まりにより、USDAは楽観視している
ものの、原油価格が高騰するリスクも生じ
ている。米国の野菜生産は、露地栽培が中
心であるため、今後の気象条件次第では生
産量が大きく左右される可能性もある。


